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豊  橋  市  教  育  委  員  会 

  





平成２８年１０月２７日（木）午後３時００分、豊橋市教育委員会定例会を教育委員会

室において開催し委員参集す。 

 

出席委員 

 

山 西 正 泰 教育長 、 朝 倉 由美子 委 員 、 芳 賀 亜希子 委 員 、 

渡 辺 嘉 郎 委 員 

 

説明のため出席した職員 

豊橋市教育委員会事務局      加 藤 喜 康  教 育 部 長 

 

駒 木 正 清  教   育   監 

 

金 子 尚 央  教 育 部  次  長 

 

                 村 田 敬 三  教 育 政 策 課 長 

 

守 田 雅 一    学 校 教 育 課 長 

 

小 田 恵 司  保 健 給 食 課 長 

 

村 田 直 広  生 涯 学 習 課 長 

 

                  蔵 地 宏 美  ス ポ ー ツ 課 長 

 

天 野 年 雄  図 書 館 長 

 

三 世 善 徳  美術博物館副館長 

 

加 藤 晴 康  科学教育センター事務長 

 

中 村 一 吉  自 然 史 博 物 館 事 務 長 

 

鈴 木 教 仁  こ ど も 未 来 政 策 課 長 

 

前 田 豊 彦  こ ど も 家 庭 課 長 



議 事 日 程 

 

 

９月定例会会議録の承認 

 

１ 協議事項 

（１）総合教育会議における協議事項について 

（２）平成２９年度教育予算について（非公開） 

（３）豊橋市いじめ防止基本方針（案）について（非公開） 

 

２ 定例会の日程等について 



（教育長） 

 それでは、ただ今から豊橋市教育委員会１０月定例会を開催します。本日は高橋委員

が欠席となっておりますのでご了承ください。 

最初に、会議録署名者の決定をしたいと思います。教育委員会会議規則第２３条によ

り、私から指名させていただきます。 

今回は、芳賀委員と朝倉委員にお願いしたいと思いますが、ただ今の指名にご異議ご

ざいませんか。 

 

（「異議なし」の声あり。） 

 

（教育長） 

 ご異議がありませんので、そのように決定をいたしました。 

それでは、議事日程に沿って進めてまいりたいと思います。 

「９月定例会会議録の承認」ですが、これについて何かご意見はございませんか。 

 

（「特になし」の声あり。） 

 

（教育長） 

特にご意見、質問がありませんので、この内容により公開して参ります。 

それでは、「日程第１ 協議事項」に移りたいと思います。 

協議事項１「総合教育会議の協議事項について」の説明を事務局からお願いします。 

 

■こども未来政策課長 協議事項１について説明 

 

（教育長） 

ただ今説明していただいた案件が１２月の総合教育会議の俎上に上がってきます。只

今の説明について、ご意見、ご質問などはありませんか。 

 

（芳賀委員） 

 今回提案していただいた総合教育会議で話し合われる内容は、子どもの貧困対策だけ

ですか。 

 

（教育長） 

 今度の総合教育会議の柱となるものが、ただ今の内容と、青少年施設の関係と、いじ

め対策の関係でよろしいでしょうか。 

 



 

（教育政策課長） 

 青少年施設のあり方と、１１月の定例会で協議しますが、ＩＣＴ環境の整備と、子ど

もの貧困対策の３つです。 

 

（教育長） 

 わかりました。本日はこども未来政策課長に来ていただいているので、俎上に乗せる

前に、ご質問等があれば是非お願いします。 

 

（渡辺委員） 

 子どもの貧困というものは、お金がないという状況だけではなくて、学力の問題、基

本的な生活習慣が身についていないことや、栄養バランスの取れた食事ができていない

などといったことが問題となっています。そういった事を解決しないと、貧困は連鎖し

ていってしまいます。基本的なところを解決しない限り、学力も付いてこないし、お金

も稼げないということになると思います。お金を出すだけではなくて、貧困の連鎖に対

して政策的にアプローチしていく事が大事だと思います。 

 

（教育長） 

 先程の事務局の説明の中で、渡辺委員が言われた貧困の連鎖に対するアプローチの部

分はどこになりますか。 

 

（こども未来政策課長） 

 具体的な事務としてはないのですが、学習支援事業については、貧困の連鎖への対策

となると考えています。また、日本財団の事業で、子供の生きる力を育むモデル拠点事

業というものがあり、基本的な生活習慣等を育んでいこうという事業ですので、そうい

った取り組みも豊橋市としてできればと考えているところです。 

 

（渡辺委員） 

教育委員会が所管しているのは、小学校の児童からなのですが、子どもの貧困対策と

して一番やらなくてはいけないのは、就学前の段階だと思います。就学前の段階で、基

本的な生活習慣等を改善するようにお金を投資するのが、一番効率が良いと思います。

小学校にあがってからは手遅れになりかねないので、就学前の段階での支援をしっかり

やっていく必要があるのではないでしょうか。基本的には、教育委員会というよりも、

こども未来部が主になりますよね。 

 

 



（教育長） 

就学前の段階での支援についての予算措置の話は何かありますか。 

 

（こども未来政策課長） 

そういったものはまだありません。保育園などで、生活面での関わりはあると思いま

すが、まだ十分にはできていませんので、これから考えていかなくてはいけないと考え

ています。また、小学生につきましても、児童クラブ等もありますので、そういったと

ころで、支援をしていけるようにしていきたいと考えています。 

 

（教育長） 

 わかりました。 

 

（芳賀委員） 

 先程の説明の中で、支援事業の実施に関しての説明がありましたが、市からこどもの

ために金銭的に支援をしても、大人がお金を使ってしまうという実態があります。大学

生でも、奨学金が入ってきても、親がそのお金を使ってしまい、授業料が払えず、退学

してしまうということがあります。奨学金は、学生の名義になりますので、結果として

借金が学生自身に残ってしまいます。私達は、学生に自分で通帳を管理して、大人に渡

さないように指導をしています。現状としてこのような事が起きていますので、お金の

支給というのはどうなのかなと思います。現状を把握していただいて、良い形で支援事

業ができるようにしていただきたいと思います。 

 

（渡辺委員） 

 親向けのプログラムも必要だと思います。親がちゃんとやってくれるかは分からない

ので非常に難しいとは思いますが、子どもだけではなく、親に対してもアプローチして

いかないと状況は改善していかないので、難しいとは思いますが、親に対しても関わっ

ていかなくてはいけないと思います。 

 

（朝倉委員） 

 豊橋市の取り組みとして、実態調査を行うとのことですが、一般アンケートの内容は

どのようなものになっていますか。 

 

（こども未来政策課長） 

 光熱水費の支払いが滞ったことがあるか、子どもに買おうと思ったが買えなかった物

があるか、食料が買えなかったことがあるか、などの暮らしに関する質問や、就労の状

況や、少し踏み入った質問ですが、どのような収入源があるか、どれくらいの収入があ



るかという内容です。子どもに対しては、携帯電話やゲーム機を持っているか、という

ことや、将来に対しての希望や、学習面で学校の授業が分かるかという内容です。 

 

（渡辺委員） 

 先程の説明で、国の未来応援ネットワーク事業に豊橋市から２団体ほど応募があった

とのことでしたが、それは具体的にどのような支援の内容なのか分かりますか。 

 

（こども未来政策課長） 

 学習支援や、生活習慣の支援を、拠点を作って行っていくというものが１つと、もう

１つは、児童養護施設で学習支援を行うことを推進していこうという取り組みです。 

 

（渡辺委員） 

 現在は、実際に児童養護施設に学習支援に行っている団体があるのですか。 

 

（こども未来政策課長） 

 あります。 

 

（渡辺委員） 

 そういったことをしている団体は、豊橋では２つですか。 

 

（こども未来政策課長） 

 今回手が挙がったのは、２つの団体です。 

 

（渡辺委員） 

 他にも活動をしている団体はあるのですか。 

 

（こども未来政策課長） 

 こちらで把握しているのは、２団体だけです。 

 

（渡辺委員） 

 支援活動をしている団体が豊橋にどのくらいあるのかは分かりますか。 

 

（こども未来政策課長） 

 市として把握はしておりません。把握しているのは未来応援ネットワーク事業に手を

挙げた２つの団体と、最近は「子ども食堂」という団体があり、こちらで把握している

のは１か所だけですが、８月から事業を始めたという事を聞いております。 



（渡辺委員） 

 できれば、支援を行っている団体のリストがあるといいですよね。 

 

（こども未来政策課長） 

 そうですね。行政が全ての支援をできるとは思いませんので、民間で取り組みをして

いる方々と繋がっていけると良いと考えています。 

 

（教育長） 

 他にご意見、ご質問はございませんか。なければ、１２月８日に開催予定であります

総合教育会議での協議事項は、ただ今協議いただいた事項をこども未来部からの提案事

項とするということでよろしいでしょうか。 
 

（渡辺委員） 

 総合教育会議では、平成２９年度に取り組む内容について、提案をしていくというこ

とですか。 

 

（こども未来政策課長） 

 今年度の取り組みと、来年度の取り組みについてお話させていただきたいです。総合

教育会議は１２月ですので、もう少し細かい事もお示しすることができると思います。 

 

（渡辺委員） 

 何か他のことをもっとやります、といった事を広く議論しても良いのか、それとも来

年度やると決めている事について集中して議論をしていく方が良いのでしょうか。 

 

（教育長） 

 あまり広がるのも良くないと思います。総合教育会議の主旨そのものが、教育委員会

と市長との話合いになるので、こども未来部からの提案を直接投げ込んで良いのか、と

いうことを心配して、教育委員会からの提案ではなくこども未来部の提案で良いかとい

うことを、先程確認をしました。 

 

（教育部長） 

 子どもの貧困対策を提案事項としたのは、市長が子どもの貧困対策について、教育委

員さんとも意見交換がしたいという話があった事が発端になっていると思います。新し

い取り組みについての議論をするかという事は分かりませんが、こども未来部が先程の

説明にあったような取り組みをしているということを示しながら、話をしていくという

想定です。 



（渡辺委員） 

 非常に幅広い問題ですので、教育委員会だけで話をできるものではありませんし、当

然こども未来部も関わってくるでしょうし、貧困に関して言えば、例えば福祉などの

様々な部署が関わってくるだろうと思います。 

 

（教育部長） 

 学校現場では先生達がどのように子どもの貧困に関する情報をキャッチしているの

か、などが分かると良いでしょうね。あまり掴んでいないのかもしれませんが。 

 

（渡辺委員） 

 学校の先生達は、個人情報ということもありますので、デリケートになっていますよ

ね。 

 

（学校教育課長） 

 学校が収入の情報をキャッチするということは、ないと思います。 

 

（教育長） 

 収入に関しては、就学援助における要保護世帯、準要保護世帯といった情報はキャッ

チすることはできますが、それだけですよね。 

 

（学校教育課長） 

 そうですね。 

 

（渡辺委員） 

 あと、貧困に関して一番問題なのは、ひとり親世帯です。ひとり親に関しても個人情

報なので、ひとり親に対する調査などをしようとしても、学校現場からひとり親に関す

るデータを出すことはできないですよね。 

 

（学校教育課長） 

 個人が特定される可能性があるものは出すことはできません。 

 

（渡辺委員） 

 そうですよね。そうなると、やはり学校では貧困の状況に関してはデリケートなもの

として扱っているということですね。 

 

 



（教育長） 

 そうなると、子どもの貧困の問題というものは非常に幅広いのですが、今度の総合教

育会議については、子どもの貧困の中の義務教育部分に特化する形で、今回の説明に、

教育委員会からの提案を加えていくのか、それとも、今回の説明を基本として進めてい

くのかという話になっていくと思うのですが、どうでしょうか。今回のこども未来部か

らの説明を提案として挙げて、話し合いについては義務教育に特化していくという形で

よろしいですか。あまり話が広がり過ぎても良くないと思いますので。 

 

（渡辺委員） 

 教育委員会だけで解決できる問題ではないですよね。総合教育会議で市長を交えて話

しをするといくことを考えると、どうなのでしょうか。ただ、この問題は皆が話をしな

いといけない問題だとは思います。 

 

（教育長） 

 そうしましたら、本日のこども未来政策課の説明の内容で総合教育会議に提案をして

いただいて、そこで出た意見については、教育委員会だけではなくて、他の部局にも考

えを広げていただく、といったような話合いで進めさせていただくということでよろし

いでしょうか。 

 

（こども未来政策課長） 

 わかりました。 

 

（芳賀委員） 

 あと、義務教育だけではなくて、豊橋高校については教育委員会の管轄にあるので、

高校生についても話題に挙げる方が良いと思います。高校生の貧困問題は、その後の生

活をどうしていくのかに非常に大きく関わってくると思います。 

 

（渡辺委員） 

 高校生の貧困問題で、一番損失が大きいのは、中退をしてしまうということです。中

退をしないようにするということが、費用対効果も良いということですし、中卒と高卒

では将来の所得も格段に違ってきます。教育委員会として、中退をしないようにするに

はどうしたら良いかということも考えていった方が良いと思います。 

 

（教育長） 

他にご意見、ご質問はございませんか。なければ、１２月８日に開催予定であります

総合教育会議での協議事項は、ただ今協議いただいた事項をこども未来部からの提案、



市長側からの提案事項としたいと思いますが、引き続き次回の定例会におきましても他

の項目も含め協議をしていきたいと思います。 

次に、協議事項（２）「平成２９年度教育費予算について」と協議事項（３）「豊橋

市いじめ防止基本方針（案）」ですが、豊橋市において今後、調整・検討を要する意思

形成過程の案件でありますので、豊橋市情報公開条例第６条第１項第６号の規程により

非公開として行いたいと思いますが、ご異議はございませんか。 
 

（「異議なし」の声あり。） 

 

（教育長） 

 異議もございませんので非公開で行います。それでは、協議事項２「平成２９年度教

育費予算について」の説明を事務局からお願いします。 

 

【非公開部分】 

 

（教育長） 

次に、協議事項３「豊橋市いじめ防止基本方針（案）について」の説明をお願いしま

す。 

 

【非公開部分】 

 

（教育長） 

次に「日程第２ 定例会の日程等について」を事務局から説明してください。 

 

■教育政策課長 日程について説明 

 

（教育長） 

他に何かありませんか。ないようでしたら、以上をもちまして本日の予定を終了いた

します。ありがとうございました。 



午後４時１５分  閉会 

 

豊橋市教育委員会教育長 

 

委 員 

 

委 員 

 

 

 


